
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

学校施設の安全性の確保、適正な維持保全を行うことにより、特別支援学校の教育環境の向上及び建物の長寿命化を図る。

Ｈ27 H28
目標

H26末
（実績） 目標 成果 達成状況

17校

15,466

14,392

合計 62,689 61,945

- - 1校

7校 7校 達成

達成7校 3校 3校

- -

151,925

　特別支援学校では、施設の老朽化が著しく、学習環境・生活環境の改善や、防災・防犯等安全管理上の観点から、施設設備の補修工
事等を計画的に実施することにより、児童生徒にとって安全安心な教育環境の整備を図る。

・老朽化が著しいため、補修等を行い、教育環境の向上及び施設の長寿命化が必要。
・設備において、老朽化により故障時の部品等が困難なため、更新が必要。
・特別な支援が必要な児童生徒のために、安全・安心な教育環境の改善が必要。

成果目標の達成状況

項目

施設整備を行う学校数

舎室ｴｱｺﾝ設置完了校数

共用設備更新を行う学校数

事業番号 15 04 16 事業改善シート （27年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 特別支援学校施設計画整備事業費 担
当
課

部局 教育委員会事務局

　　４　安全・安心・信頼の学校づくり 実施期間 H20 ～

県が関与
する理由

県でなければ実施不可（法令等義務）
【左記の説明、根拠法令等】

学校教育法第80条
学校教育法施行規則第１条

課・室 特別支援教育課

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail tokubetsu-shien@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
7-1 子ども一人ひとりの個性や能力を伸ばす学校教育の充実

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

寄宿舎安全管理対策 直接
成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H27事業実績
H27 H28

（当初） （決算） （当初）

施設計画整備 直接
７校、１０か所
（屋根、暖房設備、防災設備の改修等）

46,502 46,479 137,533

３校
（エアコンの設置）

16,187

共用設備更新に係る負担金 負担金

0

39,340 62,689 151,925

0

合計（A) 46,555 151,925
5校

27年度 28年度

0 0

当初予算 46,555

補正予算 0 -6,117 0

区　　分（単位：千円） 25年度 26年度

Aの
財源

33,223 62,689

概　算
人件費

0.20 0.20 0.20 0.20

1,652

43,848 32,487 61,945

1,655

0 0 0 0

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

老朽化した施設の改修及び維持補修が中心であったが、前年度比約３倍となった施設計画整備費を活用し、老朽化している施設の修繕
および必要な改修のほか、特別な支援が必要な児童生徒の学習環境改善にも積極的に取り組んでいく。

目標に対
する成果
の状況

計画通り修繕工事を行うことにより、児童生徒にとって安全安心な教育環境の整備を図ることができた。

 概算事業費（B（A）+C） 48,207 34,139 63,600 153,580

1,652 1,655

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越 0

0 0 1,685 0

0 0 0 46,000

46,555 33,223 61,004 105,925

mailto:tokubetsu-shien@pref.nagano.lg.jp

